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算
統
制
に
就
い
て
の
丈
献
が
せ
か
て』
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ょ
っ
て
'公
刊
さ
れ
た
の
は
ー
へ
れ
ー

一一一
年
であ
る
。
：當
時
の：

米
國
產
業
界
，

.

.

は
、

-九1.

一
一
年
を
境
と
じ
て
第
一
'次
世
界
大
戰
の
好
景
氣
が
次
第
.に
：影
，

,
を
潜
め
滯
貨
に
惱
ま
さ
れ
る
-こ
と
と
な
り
、
.そ
の
生
.鹿
力
と
'販
賣
力
の
均
■■ 

衡
化
を
計
る
!,
へ
き
'こ
と
を
重
要
な
問
題
.と
し
て
.探
究
し
て
"い
.た
が
.で
あ
； 

-

る
0

へ
 

•

、

.

.
丁
度
こ
の
時
期
'に
於
い
て(

一
九
ニ
|
牟

六

月)
，
米

國

に

於

い

て

初

め

_
 

て

の「

豫
箅
及
び
會
計
法」

(
T
h
e

 

B
u
d
g
e
t

 

a
n
d

 
A
c

-Oo
u
n
t
i
n
g

 

A
c
t
)

が
制
定
さ
.れ
、
企
業
に
對
す
る
大
き
な
指
針
と
な
：つ
'た
。
勿
論
、
 

國
家
豫
箅
と
企
業
豫
算
の
間
.に
は
幾
多
の
a
rfe
が
'存
す

る

；
の
で
：
あ
る 

• 4
、

黹
そ
の
運
用
に
於
い
.て
、
或
は
そ
の
考
察
方
法
に
就
'い
て
資
す
る
と 

,

こ
ろ
が
犬
で
知
つ
た
。
こ
れ
を
機
會
と
し
て
豫
算
統
制
に
關
す
'る
硏
究
'が
'

.

發
表
さ
れ
初
め
た
の
で
あ
る
が
、
：然
し
：何
れ
も
部
分
的
に
雑
誌
-:で
論
ず
る
-
 

に
過
ぎ
な
か
つ
，
た
。

 

. 

一
 

,

本
書
は
斯
る
時
期
に
、
*初
.の
文
献
'と
し
て
公
刊
さ
、れ
.た
の
で
あ
る
。
そ
：
 

の
勞
作
に
.就
い
て
は
、
次
の
故
長
昝
川
安
兵
衞
敎
授
の
言
葉
が
明
躍
に
そ 

.の
價
値
を
表
わ
し
て
い
る
。「

ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
豫
箅
統
制
は
旣
に
議 

論
の
時
代
を
離
れ
、
ま
た
實
施
に
對
す
る
運
動
.の
時

代

を

超

越

し

て

.、
，.實

七
ニ 

(

四
一
六)

■:
:
>行

め

時

代

に

沃

.免

て

か

ら

最

早

十

年

.%
_

過
し
、
ま
ざ
に
：企
業
の
豫
算
統 

■<「

制
は
時
代
^

^

f

し
て
持
て
ぼ
や
.さ
れ
て
居
る
。
從
つ
て
テ
、メ
_

リ
カ
を 

、
發
祥
地
>

す
る
敗
箅
統p

に
關
す
る
文
献
も
殆
ん
ど
と
の
地
に
見
ら
れ
る 

が
、
雜

誌

毒

し

x
h;
:(

o
企
業
の
特
殊
の
方
面
の
豫
箅
統
制
に
關
す
る
論 

文

を

除

い

て

、..
-
獨

立

の

文

献

と

し

て

は
.一.
九
一
一.
一一年
シ
カ
ゴ
大
學
會
計
學 

助
敎
授
ブH

丨

•
：
ォ

ー

.
，

マ

•ツ
キ
.
ン
セ
i

氏
の
，發
表
せ
.る

「

豫
算
統
制」

 

を
嘴
矢
と
す
る
も
の
：で
あ
り
、；
現
今
に
於
て
も
偷
こ
の
方
面
の
_ス
タ
ン
ダ 

丨
ド
.
ゥ
.す
ー
ク
と
'
し

て

豫

算

統

制

硏

究

者

の

手

か

ら

離

す

■ベ

か

ら
ざ
る 

權
威
書
.で
あ
る
。J 

,(

長
谷
川
安
兵
衞
著
豫
算
統
制
の
硏
究
ー
九
3

 

，本
書
は
序
文
に
：「

豫
算
統
微
の
部
分
：

g

思
考
に
就
い
て
は
屢
々
記
雄
さ 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
..
豫
算
統
制
の
.全
般
に
就
■い
て
論
ず
る
の
は
初
め 

.
て
の
試
み
で
あ
る
。
.從
つ
て

、

.こ
れ

を
基
礎
と
し
て
大
い
に
硏
究
,

論
爭 

の
行
：あ
れ
る
こ
-と
.を
爺
望
す
る」

。
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
豫
算
統
制
の
全 

.

般
.に
.
.事
.っ

て

記

述

し

て

い

'る.0
當
時
に
於
い
：て
啓
發
的
役
割
を
果
し
た
こ 

れ
ら
の
記
述
の
ぅ
ぢ
、
そ
の
大
部
分
は
現
在
も
尙
豫
算
統
制
研
究
の
事
項 

'
.
と
し
1て
尊
重
さ
れ
て
い
る
.の
で
.あ
る
0 

:
.

,

第
一
章
よ
々
第
三
章
ま
で
は
豫
算
統
制
の
意
義
、
必
要
性
、
基
本
的
要 

件
に
就
い
ズ
述
べ
て
い
る
。
第r

章

の

胃

，頭

に

於

，い
て
、
.
經

營

活

動

の

計 

畫
性
に
就
い
.て
論
じ
、
こ
れ
を
大
'き
く
三
つ
^
區
分
し
て
い
る
。

⑴
經
營
各
部
門
、
例
ぇ
ば
製
造
部
門
、
販
賣
部
M
、
財
務
部
門
等
の
各 

部
門
活
動
に
對
す
る
施
策
.
：

'

⑵
經
營
各
部
門
の
.整
調
を
行
ぅ
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
に
經
營
活
動
全 

般
.を
し
て
.目
的
達
成
に
向
わ
し
め
.る

た
め
の
施
策

⑶
經
營
活
動
に
影
響
す
る
將
來
の
狀
沢
を
測
定
し
、
經
營
活
動
を
し
て 

.

.
Cれ
に
適
應
せ

し

め

ん

と

す

.
る

施
策

而
ル
て
/
⑴
各
部
門
に
於
け
る
施
策
を
ニ industrial 

e
n
g
i
n
e
©

丨
 

r
i
n
g

ミ

⑵
經
營
全
般
に
渉
る
施
策
をs

b
u
d
g
e
.
t
a
r
y

 c
o
n
t
r
o
l
、、、 

⑶
景
氣
豫
測
に
よ
る
施
策
を
'
。f

o
r
e
c
a
s
t
i
n

ffl

'*. o
r

ごb
u
s
i
n
e
s
s

に

p
r
e
d
i
c
t
u

 

.と
呼
ん
で
.い
る
。
.本
書
は
、
こ
れ
ら
の
.施
策
の
ぅ
ち
、
 

.
⑵
の
豫
算
铳
制
を
中
心
と
へ
し
て
記
麵
し
て
い
务
の
で
あ
る
^
然
し
乍
.̂
.
、
：
.

 

他
の
.-:
:つ
の
施
策
が
密
接
な
關
連
を
有
す
るH

と
.は
言
を
俟
た
な
V'
。
卽
.
 

ち
、
.豫
算
統
制
の
方
.式
に
於
い
て
は
.、
.
.先
.*つ

各

部

門

の

活

動

豫

满

が

な

さ 

.

れ
、
.

：

そ
れ
に
基
.い
て
.經
.營
活
動
全
般
.の
立
場
ょ
：り
そ
の
調
螫
が
な
さ
れ
、
/
.

 

企
業
と
し
て
.の
記
畫
が
確
立
す
る
.も
.の
：，.と
：論
じ
て
い
る
。
-■
■
£〜

.ん

.頁)
：

.
こ
こ
で
注
自
す
み
砻
こ
と
は
、
..
,
.各
部
門
.の
活
動
豫
測「

が
全
く
獨
立
:1
.て
部 

「

鬥
毎
に
な
さ
れ
る
の
か
ど
ぅ
か
と
い
；ぅ
と
と
で
；あ
：る
-0
勿
論
、
こ
'こ
に
逾 

.ベ
ら
れ
.
.い̂
.石
.方
式
，̂-
否
定
.す
.る
も
の
て
■は
.な
い
。
.
.然
し
'乍
ら
.'.
.
.其
.の
.：第
.
 

:1.

步
が
も
し
各
部
門
に
於
け
石
恣
意
的
な
豫
測
に
初
ま
^
もの

：：

で
.あ
る
ど 

'
.解
す
る
な
ら
：ば
、
.豫
箅
統
制
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
：ぅ
。
,'
從

：
つ
て
.
、

各 

.

部
門
に
於
け
^
豫
測
の：

前
提
と
..し
'て
ク
旣
に
經
營
計
.鼙
，

(

具
體
的
に
取
豫
へ 

算
漏
成
方
針)

：
が
確
：立

し.てい
な
け
れ
.ば
な
ら
な
い
6 .
.で
"あ
る
;:
°
本
書
で
-
 

:ぽ
こ
の
經
營
計
畫
を
作
成
し
、
.そ
れ
に
.、基
.い
て
各
部
門
に
豫
算
篇
成
方
針 

:
:
.を
逋
.達
す
る
迄
の
過
程
が
#-
略
さ
れ
そ
.：い
る
こ
と
に
留
意
し
：な
け
れ
：ば
な
.
 

,.
'
ら
な
い 

o
;:
5

'-
ト 

.
ぐ

,
■■
'
:
:
1
豫
箅
統
制
め
基
本
的
要
件
と
し
'て
ば
、:.
:
.(-
)

豫
箅
期
間
、
^

豫

測

の

：妥

當 

、：

性
、：.
闫
報
吿
の
芷
確
性
ぐ
㈣

寳
施
め
方
法
バ
饲
勞
使
め
協
カ
を
藥
げ
ズ
い： 

■
.
:■る

。
こ
れ
ら
(7
)
-事
項

は

：
い

づ

れ

も̂般
的
だ
も
の
で
あ
る

^
.言
い
#
る
。

.. 

'，
唯
、

こ

の

ぅ

ち
0
豫
集
期
間
0
決
^

法
に
就
.い
：
て

は

少

ル'.
<
:嘵
解
を
異
.
 

r 

.に
す
る
。
.卽
ち
、
,'
ド
ッ
：キ
シ
セ
ー
敎
授
は
、へ
豫
算
期
間
を
楚
办
：る
基
準
と
ン 

-し
て
、
(1
)
商
品
.の
闾
轉
期
間
ぅ
(2
)
戰
造
©
期
間
、
(3
)
'金
融
'の
期
間
、
⑷
市 

.況
、
(5
)
過

券

#
料
の
：適

否

と

完

4

さ
、
(6
)
.會
計
期
間
：o
一.九
頁
M
:を
；擧 

:

げ
て
い
る
の
へ
：

.で
あ
る
が
、
.こ
れ
は
：私
見
..に：ょ
れ
,̂
⑴
豫
算
期
間
.は
.未
來
の 

ン
損
益
計
算
：

(

期
間
計
算)

の
へ
た
め
：の

も

0

で
へ
あ
が
が
ら
、
商
品
囘
轉
澌
間
、
：
 

製
.造
.斯
間
、：

'^

へ
ゾ
豫
測
の
||
易

に

法

：影

響

：せ
ち
れ
る

"も
の
で
な
べ
、
ー
經
營
計
算
期
間
上
：對 

,
,瞭
し
セ
考
窻
す
：べ
き
で
.あ
る
。バ
故
に
、
：豫
箅
期
間
決
定
.に
際
し
て
市
況
に
V

ょ
り
影
響
•さ
れ
る
'べ
き
で
.は
な
.い
。
以
上
9
:理
由
か
ら
.豫
算
期
間
の
決
定 

,
.に
際
'.し
て
は
、
マ
ッ
：キ
ン
セ
ー
敎
授
が
最
後
に
示
し
た
(6
)
會
計
期
間
を
重 

..
視
し
、
原
則
的
に
は
出
來
る
限
り
こ
れ
と
一
'致
せ
し
む
、ベ
，き
で
あ
ろ
ぅ
。

.:

第
.四
章
.に
於
:1
'
'
:
て
：.は
：.
豫
算
統
制
の
た
め
，の
組
織
に
，就
ぃ
て
述
ベ
て
ぃ 

.
る
。
、
經

醫

活&
を
.'行
ぅ
各
部
.門
を
調
整
し
豫
定
の
成
果
を
獲
得
す
る
た
め 

に
は
、
.

豫
算
統
制
の
た「

め
、

の''

組
織
を
必
要
と
す
る
こ
と
.を
强
調
し
、
こ
の 

.'
,
'
,た
め
.、:'
'組
徽
化
な
き
企
業
に
：.於
け
る
不
利
益
に
.迄
言
及
し
て
い
る
。(

四 

四
頁)

:而
し
，
て
、
.
豫

箅

委

員

會

と

豫

箅

係

を

設

置

す

ベ

：.
き

で

あ

る

と

し

て 

.
、
い.石
.0
現
在
に
：於
い
で
：は
、
豫
算
の
た
め
の
組
織
.と
し
て
豫
箅
委
員
會
や
.
 

‘豫
箅
係
が
必
要
で
.あ
る

こ

：と
、：は

常

識

と

な

つ

V

い
る
が
、
こ
の
當
時
に
於 

い
て
旣
fc
述
べ
て
い
る
こ
と
は
：.高
：く
評
價
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、
組
織
に
就
い
.て
の
論
述
.も
適
確
で
あ
り
、
學
ぶ
べ
き
點
：か
多
い
。

.

第
五
！
^
ょ
々
：第
+-
-八
章
迄
_は
、
各
部
門
豫
算
と
：し
て
、
販
賣
豫
算
、
販
.
 

寶
費
豫
算
、
"廣
告
費
豫
箅
'
製
造
豫
算
、
'原
料

豫

算

、

勞

務

豫

算

、

#-
生 

M;
利
.豫
算
、
.
.製
造
費
豫
：

1
、

勝
賢
豫
算
、
設
備
機
械
豫
箅
：、
經
費
豫
算
等 

に
就
い
：ズ
部
し
ヤ
い
る
。
こ
れ
ら
の
，ぅ
.ち

,'
原
料
豫
算
、
勞
務
豫
算
等
と 

.製
造
費
豫
筹
と
は
.重
_複
す(

.る
が
如
き
感
を
與
ぇ
石
の
で
あ
る
が
、
' マ
ッ
キ 

ン

セ

ー

敎

授

は

次

の

如

く

說

明

し

'て
い
：
る;0
.製
造
原
價
を
撒
成
す
る
も
の 

と
し
て
、.
.直
接
原
«
.と
間
接
原
價
.と
が
'考
ぇ
ら
れ
る
.。
'從
つ
て
、
各
要
素 

別
に
原
價
.を
把
谭
^:
る
.と
同
；檬
に
、
.'
.原
價
構
成
を
寧
重
す
る
。
.こ
れ
は
一 

ど
面
に
於
^'
て
原
瞋
瞥
理
の
重
寒
：直
接
康
價
：に
搰
向
せ
.ん
と
す
る
に
他
な 

へ
ら
な
い
'

°
こ
;©
.考
察

は

，現

振

に
^>
偷
存
續
し
：て
い
る
の
で
.あ
^
が
、：

其
の 

後
の
原
.價
.に
.對
す
る
硏
究
は
著
し
い
進
步
：を
遂
げ
て
.お
り
、
.こ
.こ
に
，述
ベ 

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
初
炭
的
段
階
.に
他
な
.ら
な
ぃ。

然
U
乍
ら
、
こ 

の
考
察
方
法
は
豫
算
統
制
硏
究
め
方
向
を
明
示
す
'る
%.
..の

で
ぁ
り
現
在
に 

，

(

於
：.い
.
妒̂

重

颯

々

れ

：る
も
の
：
で

.あ(

る
.。ー
而
し
て
、
斯
る
數
値
と
標
準
數
値
：

ハstandard. Katei...

.

.

.

.

.

.

，
と
：
.
'の
關
齊
を
^
析
し
、
'⑴
經

營

活

動

開

始

前

.に

於

.

け
：る

次

期

ゆ

豫

測

、

⑵

.輝
營
活
動
中
に
.於
け
：る
實
施
：の
統
制
、
⑶
經
營
活
.
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學

會

雜

認
,
第
四
十
八
卷
.'
第
五
肆
へ
'

‘し

へ

：

へ

:
:

動

終
.了

後

に

於

け

る

差

異

分

析

：に

ょ

る

原

因

把

痙
- '
-

: 2
'九

/ \

寅

)
」

を
探
.：：，

.

■

ん
-i
'

す
る
i
.
ど

ば

現

在
-少
；し

も

變

俗

し

で

：い

众

い

の

で

あ
る

？

.
：

:
.第

十
九
：章

、

第.一
一
十
韋
に
於
い
七
は
：一
一
草
を
費
し
て
財
務
豫
算
虼
就

^

:
:
:て
：述
べ
.
て
'い
る
。：:.
'
.
:こ
：
の

韋

か

胃

頭

：に

於

い

て

.

「

脒

務

：計

畫

：は

財

務

管

理

の

' 

.

.基
盤
で
.あ
る
。
:'
財
務
計
盥
を
.缺
き
作
.ら
獲
:#
.し
た
經
'#
威
果
は
：、
:.
'偶
然
と
' 

言
う
：
ベ
考
で.
^

? 

0
J
: 

(

一
 j.

九
-五

頁)

i

ベ
^

：い
：
る
：如

く

マ

:

ッ
f

セ
I 

.
敎
授
は
財
務
1

を
他
の
#

部
£
:豫
#

と

は

：異

つ.た
.取
珙
い
を
し
.て
.
い
.

.

る
。
而
'1
>
.
て

：

洛
部
門
豫
算
：は
-:
應
財
務
計
®
の
.中
心
た
る
：吏
掷
手
段
0,
'. 

,

躍
保
ハC

a
s
h

 
ハ

ゲ
8
,
^
!
1
;§)

の
た
&.
、
規
金
悅
支(

T
h
e

 c
a
s
h

 r
e
c
e
i
p
t
s

 

.a
n
d
t
h
e
l
c
a
s
h

3̂
げ
1
:
0
:
8
0
1
1
1
6
&

)

に
：集
約
さ
れ
る
と
な
^
て
.い
.る
。

’

:

.

0

1
九
七
肓
>
;.
,こ
め
ょ
う
に
V)
財
.藤
管
理
：の
.局
面
は
そ
の
_

と
が
る
支 

.
掷
手
段
の
輜
保
を
通
じ
弋
經
.營
祐
軌
全
般
^

及
.ぶ
:%
.冷
で
あ
る
,0
.
.奋
し
.乍 

.ら
、
收
入
_

の
う
ち
受
取
勘
^.
と
^

入
勘
定
ど
へ
は
自
知
.そ
か
性
^

を
異
ぼ
す 

る

も

の

：
で

：
あ

々

、
ハ

前

者

'を
十
：九
章
に
、
-'
'
後

者

に

對

し

：て
.は
一」

十

章

に

於

：い
-. 

'
て
；觸

れ

て

い_
<
:
:こ
ど
で
注
意
す
べ
き
;;
-

'̂
ば

、
；
財

務

豫

算

；が

敗

務

管

满

''
, 

'.
;

の
大
部
分
を
占
め
.る
.如
べ
考
え
ら
.れ
る
の
で
あ
る
.が

、
、
財

務

豫

箅

は

單

に 

.

經

營

活

動

女

圓

滑

に

な

じ
#'
る

如

ぎ

：友

拂

年

段

め

，確

保

が

な

さ

れ

て

：い

る

：

•
-

.

.や

.否

：や'^
檢1 

討
す

る

に.他

な

ち

な.い
；.と
い
.
.
.
う
.こ

と
^
.
.あ
.
る：0
而

し
.て
'
,
.企
'
.
.

.

業
.の
：維

持

、
，
發

展

令

可

能

な

：方

し

め

る

收

益

性

v
::
:
-
:
^
 ̂

- 

行

わ

る

べ

き

經

營

活

動

：に
內

.在

し
#

る
.や
.を

分

析

批

判

七

を

の

：
は

總

豫

箅 

.

た
る
見
精
貨
.借
對
照
表
、
爲
稹
損
益
計
算
書
の
研
究
に
：̂

る
の
，で
あ
，る
。

.

.從

..つ
：て
、.
財

務

豫

黛

と

財

務

管

理.を
混
同
：し
、

射

務

豫

箅<0
:
.
檢
討
を
以
て 

.經

營

沽

動

全

股

の.收

益

性

、
經

濟

性

を

も

批

判

し得
る
も

の
.と
解
し
.て
：は 

.
な
ら
な 

V
の
：で
.あ
.る
0

:
:
.
:
.
.
.

;;
:■:
;
:マ
:
;
,

.

第

1

一
十
一 
'章

に

於

：い

て

易

積

貲

借

對

照

表

、
.第
一
：
一
：
十

1:

—*

寧
に
於
い
.て
見 

;

稹

損

盆

計

黛
: #

を

論

じ
て
い
：る;-
0
ヒ

れ

ら

の
.
諸

表
'は
¥

部
.門

豫

箅

を
.基

礎

：ン 

「

と
し
、
.前

者
.は
：豫
：箅

期

間

末

に

豫

定

さ

れ

る

資

摩

、

負

債

、：
賛

^
^

狀

態

を

、

後

者

は

豫

箅

；期

間

.內
.̂
-豫
定

し

得

る

收

益

、
：費

用

を

示

し

て

':い
-

. 

'七：四
.

:

(

四
：
.—
*
八)

：
-

.

'
る
.:0
從
つ
て
、
こ
れ
ら
，の
諝
表
を：

分
析
す
：る
こ
と
に
ょ
り
、..次
期
經
營
活 

.

.動
，の
M

w
.:
^

#
判
し
#'
る
.の
で
あ
る
。
.又
、
こ
れ
ら
諸
表
は
-各
月
每
に
作 

成
さ
れ
る
と
匕
が
^
ま
し
い
..と

な

し

て

い

る

，

0.
，
こ

れ

ば

短

期

成

果

計

算

と

.
„ 

.
:~
致

.せt

.め
得
る
か
ら
で
■：
'あ
.る
o (一

一，一
三
.八
頁)

而
し
：て
、
萬
一
、

こ
れ 

ら
諸
表
の
數
値
が
好
.ま
し
い
：も
.の
で
.な
い
.場
合
に
は
、
各
部
門
豫
算
の
ぅ 

.ち

.關
係
银
^'
に
就
い
ヤ
變
更
せ
し
め
炎
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
.で
あ
る
。
こ 

.れ
知
諸
表
の
分
，新
方
法
に
就
い
.て
：は
' 
本

書

：.：に

述

ベ

ら

れ

で

い

る

も

の

は 

逐
次
.改
，
善

ざ

れ

；
、
：
'

現
在
：で
は
ょ
り
綜
合
的
に
な
つ
て
い
る
-o
然
し
乍
ら
、
 

財

務

豫

箅

：に

於

い

て

支

拂

'手
段
を
通
じ
て
經
#
活
.動
の
：圓
滑
を
計
る
こ
と
：

と
.、：」

斯

.く

し

ポ

行

お

れ

る

經

鲁

活

動

の
收
.

益
性
、
經
濟
性
の
批
輒
が
.

財
務
- 

:

管
理
め
唞
心
.課
題
で
あ
る
と
考
え
る
.0
:

. 

'
.
第
一一

十
.一.一
章
以
下
に
，於
.い
て
は
豫
繁
統
制
の
實
施
、
內
部
報
吿
臀
等
に 

:

就
'1
>
.
.
て
齒
單
に
述
ベ
て
.ぃ
る
に
す
’ぎ
な
い
。
な
お
マ
.ッ
ギ
ン
セ
.丨
敎
授
.は 

:

こ
’

Q

分

野

；に
龙
て
へ
次
の
洳
き

*
を
著
丄
て
い
る
°
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、
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Brchte der. B
etriebsoziologie 

に
關
聯
し
て

-

「

個
人
ネ
社
會
の
.兩
者
に
對
.し
て
.重
要
が
.影
饗
を
も
っ
：經
營
を
本
來
の
硏
.

究
對
象
と
す
る
經
營
學
は
、
.
.從
來
、
そ
れ
に
値
す
る
范
分
：の
.社
會
的
意
識 

を
も
.っ
も
の
と
は
、
い
：
え

な

.いj 

(

序
V

-K)

.
'と
し
て
、
從
來
の
經
營
學
諸 

硏
究
の
.批
判
を
通
.じ
著
者
の
い
う
.制
度
；

g

經
營
學
の
體
系
を
展
開
し
，よ
う 

と
試
み
た
の
が『

近
代
經
營
學』

.と
銘
を
打
づ
本
書
で
あ
る
。
戰
後
、
ァ 

メ
リ
ガ
の
，經
營
管
理
技
術
や
そ
の
.理
論
：の
導
入
と
共
.に
'
.企

業

經

營

の

.
當 

面
す
る
課
題
が
新
ら
し
く
認
：識
ぜ
ら
れ
、
企
業
經
營
に
生
起
す
る
諸
問
題
. 

を
解
決
す
る
■た
め
の
理
論
と
し
'て
'經
營
學
が
そ
の
要
求
に
應
：え
る
ベ
く
反 

省
さ
れ
.ね
ば
な
^
な
く
な
っ
た
。
我
.々
は
現
實
の
企
業
經
營
の
.問
摩
解
決 

に
當
っ
て
、
；理
論
的
基
礎
を
.明
確
な
ら
し
む
る「

た
め
に
硏
究
餳
度
を
明
ら 

.か

.に
せ
ざ
る
を
.得
な
い
。.

著
者
.は
こ
の
貧
味
に
^
い
て
制
度
的
方
法
を
と 

る
こ
と
：に
よ
っ
て
、

一,
っ
は
經
營
學
の
旣
.成
の
方
法
.論
束
挑
戰
し
、
同
時
. 

に
企
業
經
營
の
諸
問
襌
を
解
決
す
る
に
有
用
な
理
論
の
.構
成
に
貢
献
し
よ
 

う
と
し
て
い
，
る
：
の
で

.あ

る

.

(

.三
七
 
一I

I

一
一
一
七
a

頁)

0
:と

の

ご

と

，は
.後
に 

潁
れ
る
と
.こ
ろ
.で
あ
る
が
、
か
か
.る
制
度
的
經
營
學
の
展：

開
內
容
は
嘗
て 

ド
ィ
‘ツ
に
お
い
て
硏
究
さ
れ
て
身
た《

 w
e
t
r
i
e
b
s
s
o
N
i
o
l
o
g
i
e

 
^
特
に 

A
.

 G
e
e
k
,

 W
.

 J
o
s
t

等
の
諸
硏
贫
と
そ
の
方
向
を
'一
に
し
ー
て
い
る
と
考 

.え
ら
れ
る
の
で
、
ヴ
.ィ
ゼ
の
七
五
歲
誔
生
.日
記
念
論
文
集
.
.

『

現
下
に
：於
け 

る
社
會
學
的
硏
究』

.所
載
の
ゲ
ッ
ク「

'經
營
社
會
學
0-
發

生

：史

の

た

め

^
'

」 

と
關
聯
し
な
が
ら
、
經
徵
に
お
け
る
社
會
的
問
題
に
對
す
る
兩
者
め
態
度
：
 

を
中
心
.に
比
較
し
若
干
の
.論
點
に
っ
：い
て
.檢
討
を
試
み
よ
う
>/
悤
う
。, 

二
，

：

.

.

_

.

本
書
に
お
い
て
は
相
，前
後
す
る
が
、
' 我
：々
は
先
.っ
著
者
が
何
故
經
營
學 

に
：制
度
的
方
法
を
.ど
る
に
至
っ
.た
か
，を

檢

討̂
る
必
要
が
あ
を
う
タ
著
者
，
 

は
.經
營
學
が
對
象
，土
す
る
經
#
の
本
質
を
認
截
す
る
た
め
に
從
來
の
經
營 

理
論
の
批
判
検
討
か
ら
出
發
す
る
。
そ
れ
比
從
來
の
經
營
槪
念
が
統
一
さ 

れ
な
い
狀
態
に
.あ
る
こ
と
と
同
時
.に
.、.

經
：營
の
薪
し
：い
諸
問
鶴
に
當
菌
す• 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
.そ
の
要
求
に
答
え
る
べ
き
有
用
な
理
論
の
體
系
を
展 

..開
し
：よ
う
と
す
か
'.か
ら
で
.あ
る
0
.從
'っ
'て
經
營
の
經
濟
娌
謫

■評
：.及
.び
#

介
.
.:■
:
■
>
'
 

-
-
-

い
う
選
擇
原
理
に
よ
っ
：て
、

-±
-

£經
營
の
技
術
理
論
が
技
.衛
的
合
理
性
の
,
/
 

::

康
則
に
よ
'O'
.て
.把
握
さ
.れ
.、
%
の
基
本
的
態
度
が
合
理
主
義
に
貫
か
れ
て 

:

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
£

H
頁)

こ
と
に
よ
つ
て
、
か
か
る
合
理 

■'
.
主
義
態
度
に
-̂
る
键
營
の
把
握
が
規
實
の
經
營
生
活
を
說
明
し
得
る
か
と 

:

.:

.
い
'う
間
題
を
：提

麵

す

る

も

'
の

で
あ
る
。
卽
ち「

人
間
の
合
理
的
行
爲
は
、

.

r
具
體
的
に
.は
一
定
か
：制
贬
的
環
境
の
も
と
に
お
い
.て
の
み
行
.わ
れ
る
も
の
'

.

で
.あ
り
、
し
か
.も
個
.々
.か
行
爲
の
合
理
性
自
體
は
、
そ
の
時
.と
そ
の
場
撕
.

.

に
お
け
る
制
度
的
璜
境
に
よ
っ
て
條
件
づ
け
ら
れ
.る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
'
 

..

か」

と
い
う
問
題
の
出
し
方
に
よ
，っ
て
、「

從
來
の
經
營
擧
に
支
配
的
で 

■

あ
.
.-
0
た
合
理
的
思
考
か
ら
、
合
理
主
義
自
體
を
限
界
づ
け
る
制
度
,
思
考 

.

' 

i
.

か(J

t :A

? :
.、
經
營
の
生
活
事
實
の
^
い

ル

忠

か

歡

が

.

4
i:
'
^'
^

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
.

(

五
四
頁
、
僚
點
筆
者)

。

我
々
は 

か
'か
る
著
者
の
態
度
が
へ
從
來
の
合
理
主
義
，態
度
を
克
服
.す
る
こ
と
に
よ 

っ
て
得
ら
れ
た
制
度
的
方
法
の
態
度
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
セ
き
な
い
。

•■
.

そ
れ
は
正
^
合
理
的
思
考
か
ら
制
度
的
思
考
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
、、
 

.
理
主
義
自
體
の
限
界
を
識
っ
た
と
い
}
表
現
に
■要
..約

せ

ら

れ

る

で

あ

ろ 

う
。'

何
故
な
ら
ば
-
經
濟
生
活
に
お
け
る
各
人
の
行
爲
樣
式
は
^
論
理
的 

.

1
':
-
思
考
の
.結
果
で
は
な
く
て
、
生
活
慣
習
と
い
う 

一p

の
社
會
的
環
境
、
あ 

•
る
い
：は
物
的
璜
境
に
よ
っ
て
强
制
さ
れ
た
も
の」

，
£

七
.頁
> 
と
み
る
限 

■ 

'
一 
り

.：

經
濟
生
活
に
生
起
.す
る
社
會
的
問
題
丨
丨
例
ぇ
ば
勞
働
者
達
の
ス
ト 

.ラ
ィ
キ
等——

は
如
何
に
解
釋
し
な
げ
れ
，ば
な
ら
な
，い
で
あ
：ろ
う
か
。
著 

者
が
か
'が
る
；

M
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